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てのNaI (Te) シンチレーターの発光パラメーターについて述べ，且つ， そのシンチレーターとし
ての重要性を述べた。更にNal (TQ) のシンチレーシヨン発光過程を解明するためには， Nal (T Q ) 
を K 1 (TQ) 型佳光体との比較検討のもとに研究する必要があることを述べた。
第 2 章ではKI (T 1!)型笹光体の吸収，及び発光の特性を詳述し，それらの代表的物質である KI









じる伝導電子，正孔， T QO, TQ++ 及び (TQ + ) * に対する反応速度方程式をたて，それらを解くこと
により説明した。
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本論文は放射線検出素子として広く利用されている NaI (TQ) シンチレーターに於ける発光パラ
メーター及び発光過程に関する研究をまとめたものでその結果を要約すれば次の通りである。




(2) NaI (Te) の Ax 発光帯も KI (Ti) に於けるものと同様な温度特性をもつことを確認し，更
に Ti+ が対になって存在するダイマー中心の発光波形と T +中心の発光波形とを比較して論じ，
ダイマー中心のエネルギーダイヤグラムを提案している。
(3) ガンマ一線励起によるシンチレーシヨンパルス波形は伝導電子，正孔， T~o , T~++ 及び (T~+ ) 
等に対する反応速度方程式の解によって与えられることを示し，シンチレーシヨンパルス波形の減
衰時間の温度依存性を明らかにし，その温度依存性を考慮することにより発光効率を減少させるこ
となく時間分解能を短縮しうることを明らかにしている。
以上のように本論文で得られた研究成果は放射線物性工学に貢献するところが大きい。げよって本論
文は博士論文として価値あるものと認める。。。
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